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今月の主な紙面
平成7年度決算……………・・…・②～③

こはんで乾杯〃すこやかライフ…④～⑤

むらのあっちからこっちから……⑥～⑨

お知らせ…………………………⑩～⑮

みんなの広場　……・・…………・………⑫

カレンダー…………・・…・………………⑯

　　大きいお芋が採れたよ！

　10月11日、貝野保育所では栽培してきた

サツマイモの収穫を行いました。大きいお芋

に園児たちも大喜びでした。

この広報紙は、再生

紙を使っています。
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　宮中島温泉施設整備事業、清津峡渓谷トン

ネル整備事業、村道改罠、公共下水道事業等

さまざまな事業を行い平成7年度も住みよい

村づくりを進めました。

平成6年度一般・特別会計決算

項　　　目 歳　　入 歳　　出 差引額
一　般　会　計 5，973，858千円 5，868，581千円 105，277千円

特
別
会
計

国民健康保険 489，827千円 457，752千円 32，075千円

倉俣診療所 30，514千円 29，364千円 1，150千円

歯科診療所 35，098千円 34，623千円 475千円

老人保健 634，683千円 623，738千円 10，945千円

簡易水道 353，254千円 333，892千円 19，362千円

下　水　道 1，594，803千円 1，570，505千円 24，298千円

・一般会計の歳入決算額59億7，385万

8干円、歳出決算額58億6，858万1干円

で差額が1億527万7干円となります。

このうち、平成8年度への繰越事業

1，092万7干円を差し引いた9，435万円

が実質収支となり平成8年度へ繰越さ

れました。

歳入（5，973，858干円）

ロ　　　　　　　　　コじ　　地薄交偲税　糧，8囎，808雫周

口 描擁　蕪翻6，轟oo手円

柑税　鴻6，987帯麗

県支出金　410，381干円

繰入金562，600帯円

国庫支出金　228，795干円

諸収入　149，083干円

繰越金　105，250干円

財産収入　72，341干円

その他　202，213干円

歳出（5，868，581干円）

総鷺嚢建繍灘籏醗回

盤恭費　麗趨，翻纏翻

商韮難懸麗，礁灘需網

公債費434，681干円

農林水産業費　425，917干・円

民生費　421，057干円

教育費　420，521千円

衛生費　393，694干円

消防費　111，114干円

議会費78，018干円　その他47，462干円

耀06，457円

入湯税 粒たぱこ税

衛・
織

1劉円 3，6欝円

軽自動薫税

雁，864南

固建資産税

譲糧，335円

村民税

29，5鋼円
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村税の内訳
の11．8％となつており昨年より6．6％伸

税の内訳は固定資産税と村民税で約95

ほとんどがこの二つの税で賄われてい

激
罧

入
8
0
ω

固定資産税

473，737干円
（67．0％）

　村税は歳入全体（

びております。村不

％を占め、村税のll

ることになります。

　　　軽自動車税一
　　　12，380干円
　　　　　（1．8％）

　　　　　　　財産状況

村の財産は次のとおりとなっています。

なお、この中には特別会計分は含まれておりません。

　たばこ税
24，016干円

　（3．4％）

輯鶴税

鰯，052系陶

（無．瀦》

土・　　　地 1，152，与51㎡

建　　　　　物 38，169㎡

積
　
　
立
　
　
基
　
　
金

財　　政　　調　　整　　基　　金 363，140千円

減　　　　債　　　　基　　　　金 281，097千円

目
　
的
　
基
　
金

建　　　設　　　基　　　金 346，000千円

ふ　る　さ　と　創生基金
『
5
0 8，083千円

地　域　福　祉　基　金 157，400千円

環　境　整　備　基　金 188，024千円

中山間地ふるさと水と土地保全基金 10，000千円

中山間地域活性化推進基金 11，500千円

教育施設整備基金 183，000千円

文化スポーツ奨励金 75，906千円

村　民　研　修　基　金 120，000千円

そ　の　他　定　額　運　用　基　金 305，000千円

合　　　　　計 2，549。150千円

　　　　　　　　　　住みよい村づくりに融資を受けました。

　村では平成7年度に大蔵省から874，100干円、郵政省187，800干円、年金資金135，300干円、公営企業金融公庫222，

200干円、第四銀行440，000干円、新潟中央銀行601，700干・円の融資（地万債）を受け．次の事業を行いました。

一　　　般 会　　　計
事　　業　　名 融資額 借　入　先 事　　業　　名 融資額 借　入　先

県営ため池等整備負担金（繰越分） 6，400 大　　蔵　　省 村道倉下十二峠線改良 5，000 公営企業金融公庫

県営ほ場整備負担金（繰越分） 8，100 大　　蔵　　省 村　道　上　山　道　線　改　良 11，800 公営企業金融公庫

県営広域農道整備負担金（繰越分） 26，400 大　　蔵　　省 主要地方道小千谷十日町津南線改良負担金 1，200 大　　蔵　　省
重地大池観察交流広場（繰越分） 2，000 郵　　政　　省 清津峡教員住宅改築 7，000 大　　蔵　　省
村道干溝市之越線改良（繰越分） 29，500 郵　　政　　省 林道角間土倉線開設 11，000 大　　蔵　　省
県営重地急傾斜地崩壊防止対策負担金 1，500 大　　蔵　　省 林　道　西　方　線　舗　装 5，500 大　　蔵　　省

県営ほ場整備負担金 6，500 大　　蔵　　省 清津峡公衆便所改築 11，000 大　　蔵　　省

県営広域農道整備負担金 25，900 大　　蔵　　省 清津峡渓谷トンネル開削 267，600 大　　蔵　　省
県営広域基幹林道開設負担金 6，800 大　　蔵　　省 村　道　宮　中　温　泉　線 64，500 郵　　政　　省
県道中深見越後田沢停車場線改良負担金 1，700 大　　蔵　　省 ロ　ー　タ　リ　ー　除　雪　車 8，900 郵　　政　　省

公共土木施設災害復旧 200 大　　蔵　　省 村道倉下土倉線改良 35，400 郵　　政　　省
林　道　施　設　災　害　復　旧 3，300 大　　蔵　、省 村　道　清　田　山　線　改　良 31，500 郵　　政　　省

宮中島温泉施設整備 440，000 第　四　銀　行 村道荒屋田沢消雪パイプ 13，000 郵　　政　　省

宮中島温泉施設整備 598，000 新潟中央銀行 村道干溝市之越線改良 3，000 郵　　政　　省
県道清津公園線改良負担金 3，700 新潟中央銀行

簡　易　水　道　特　別　会　計

中央地区統合整備事業 29，100 年　金　資　金 貝野地区配水管布設替 2，500 年　金　資　金
中　央　地　区　単　独　事　業 103，700 年　金　資　金

下　水　道　特 別　会　計
噸

特定環境保全公共下水道（繰越分） 87，300 大　　蔵　　省 特定環境保全公共下水道 396，700 大　　蔵　　省
特定環境保全公共下水道（繰越分） 60，100　公営企業金融公庫 特定環境保全公共下水道 145，300　公営企業金融公庫

民生費

63，403円

衛生費

59，282円

農林水産業費

64，偲器円

商工費

85，603円

生木養

　．o、

謹39，458円

消防費

徽擁

鷺6，翼32円

教鳶費

脇，32鯛

公債費

β5，454円

ぞの他

薬

灘，繍灘麗88慧，690闇
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すこやかボーヤ

しい冬がつくり出す清らかな水
てられ、おいしいお米が生まれます。

厳
育

　
お
い
し
い
新
米
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
平
成
七
年
よ
り
別
立
上
場
さ
れ
、
良
食
味
米
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
が
、
近
年
米
を
巡
る
情
勢
は
大
き
く
変
化
、
米
の
流
通
ル
ー
ト
も
多
様
化
し
、
さ
ら
に
品
質

食
味
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
高
品
質
・
良
食
味
米
の
地
位
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
生

産
者
、
農
業
団
体
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
中
魚
沼
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡
会
（
中
魚
沼
郡
市
内
の
各
市
町
村
、
各
J
A
、
中
魚
沼
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
米
消
費
拡
大
の
P
R
と
日
本
型
食
生
活
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
お
い
し
い
魚
沼
米
を
さ
ら
に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
食
味
や
食
べ
万
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
な
ぜ
お
い
し
い
か
／

★
魚
沼
地
域
に
お
け
る
稲
作
り
の
成
果

　
　
魚
沼
は
盆
地
・
山
間
大
地
で
湿
度
も
高
く
、
病
害
虫
の
発
生
が
多
く
多
収
穫
は
困
難
で
し
た
．

　
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
多
収
を
望
ま
な
け
れ
ば
比
較
的
安
定
し
た
収
量
・
品
質
の
維
持
が
で
き
る
の

が
特
徴
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
特
性
を
う
ま
く
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

★
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
合
う
土
壌

　
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
あ
ま
り
肥
沃
な
士
壌
で
は
草
丈
の
伸
長
し
て
し
ま
い
、
倒
伏
し
や
す
く
な
り

　
ま
す
。
魚
沼
の
士
壌
は
チ
ツ
ソ
の
供
給
力
が
比
較
的
小
さ
く
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
あ
つ
た
適
正
な

生
育
量
．
肥
料
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
容
易
で
あ
り
、
さ
ら
に
リ
ン
酸
・
ケ
イ
酸
含
有
羅
ガ
多
い
の

　
で
、
倒
伏
し
に
く
く
登
熟
の
良
い
稲
作
り
が
可
能
で
す
。

★
夏
期
に
低
温
で
豊
富
な
か
ん
が
い
水
の
利
用
が
で
き
る

　
　
豊
富
な
水
源
が
あ
る
た
め
、
夏
期
の
高
温
時
に
は
低
温
で
溝
涼
な
か
ん
が
い
水
を
利
用
で
き
、

根
の
活
力
を
高
め
登
熟
の
向
上
が
可
能
で
あ
り
、
他
地
域
と
比
較
す
る
と
、
収
穫
期
ま
で
イ
キ

　
イ
キ
と
し
た
稲
姿
が
保
て
ま
す
。

★
登
熟
期
間
の
気
温

　
　
出
穂
後
三
十
日
間
の
平
均
気
温
は
二
十
四
度
前
後
で
温
度
の
日
較
差
が
大
き
く
、
コ
シ
ヒ
カ

　
リ
の
登
熟
に
は
最
適
で
す
。
さ
ら
に
登
熟
期
間
が
長
い
の
で
ジ
ツ
ク
リ
養
分
の
転
流
が
行
わ
れ
、

　
整
粒
歩
合
の
高
い
・
粒
重
の
重
い
・
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
量
（
低
い
ほ
ど
食
味
が
良
い
）
の
低
い
、

　
充
実
し
た
高
品
質
米
の
生
産
が
で
き
ま
す
。

★
生
産
者
、
農
業
団
体
、
関
係
機
関
の
努
力

　
　
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
、
生
産
者
、
農
業
団
体
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
高
品
質
・
良

　
食
味
米
生
産
へ
の
努
力
（
士
づ
く
り
、
栽
培
管
理
）
が
お
い
し
い
米
を
作
り
ま
す
。

　
　
即
ち
、
気
候
、
士
、
水
￥
人
が
お
い
し
い
米
作
り
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

業
・
畿
，
纏
礫
騰

　
米
の
食
味
は
、
品
種
、
』
産
地
、
栽
培
法
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　
㈲
日
本
穀
物
検
定
協
会
で
は
毎
年
、
同
じ
条
件
で
炊
い
た
米
を
検

査
員
が
試
食
し
外
観
、
香
り
、
粘
り
、
硬
さ
、
総
ム
ロ
評
価
の
項
目
で

点
数
を
つ
け
る
食
味
試
験
を
行
い
、
「
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
し

て
い
ま
す
が
、
魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
特
A
ラ
ン
ク
に
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
一
万
、
最
近
普
及
し
始
め
た
の
が
食
味
計
で
す
。

米
の
水
分
、
タ
ン
パ
ク
質
、
炭
水
化
物
、
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
を
破
壊
せ

ず
に
同
時
分
析
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
食
味
計
を
利
用
す
る
と
成

分
値
と
食
昧
値
（
お
い
し
さ
度
）
が
数
字
で
出
て
く
る
の
で
、
，
人
間

に
よ
る
官
能
検
査
に
比
べ
る
と
客
観
的
な
デ
ー
ダ
ー
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
タ
ン
パ
ク
質
が
多
く
な
る
と
粘
り
が
な
く
な
り
硬
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
で
ん
ぷ
ん
中

の
ア
ミ
ロ
ー
ス
が
多

く
な
る
と
粘
り
が
な

い
パ
ラ
パ
ラ
の
ご
飯

に
な
り
ま
す
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
タ

ン
パ
ク
質
と
ア
ミ
ロ

ー
ス
の
成
分
量
が
少

な
い
性
質
で
、
食
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

は
や
や
柔
ら
か
め
で

粘
り
が
あ
り
、
光
沢

や
舌
触
り
が
良
く
、

味
や
香
り
に
優
れ
て

い
ま
す
。

　
米
の
食
昧
を
決
定

す
る
最
大
要
因
は
品

種
で
あ
る
た
め
、
全

国
的
に
も
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
作
付
け
が
多
く

な
つ
て
い
ま
す
。

要　　因 荷重 食味を左右する性質　　唱

1．品　　種 最大 銘柄の遺伝的な形質

2．産　　地 大 土壌、気象、技術

3．気　　候 大 年ごとの日照や気象、実りの時期の温度

4．栽培方法 大 栽培の時期、施肥技術

5．農　　薬 中 薬品臭その他

6．収穫法 中 機械化によるもみの損傷

7．乾　　杯 大 強度火力乾燥中の穂発芽、変質

8．貯　　蔵 大 温度、期間、水分含有量の変化

9．掲　　精 大 掲精の程度、温度、掲精後の時間変化

10．淘洗浸 水 中米の吸水量、火加減、火力源の違い

11．炊飯器 中 釜の圧力、大きさ

12．蒸ら　し 中 蒸らし方

4



　ぬ轟轟　 覇

夢働轟
藍醜轟

醜壌

駄

嚇》．

一6

雪に覆われた豊かな大地、

恵まれた自然の中で大切に

米はいきもo～です
手塩と手数セかけましょう

1．研ぐ
すすぎを手早く、ヌカやよごれをとる。

）
イ

か
p

レ》U

II．浸す
ふっくらごはんのために、米に十分水を

吸わせる。

・夏場30分

・冬場2時間

・急ぐ時　ぬるま湯で15分

　　c』へ1塗
　　　　　ぴ1’グ

III．蒸らす

あわてず、さわかず、じっくり蒸らす。

・スイッチが切れてから10～15分

・二度炊きでおいしささらにアッブ

　　　　こつこつ　 ほね

　　　　『骨骨と骨づくり」
　　　　　　　　カルシウムあなたも簡単につくれるCaたっぷり料理！

　　　　　さつま芋おこわ

　　　　材料（5人分目安）
もち米・・一一一一一・・……・一3合弱（400g）

さつま芋・一一一・一一・…一200g

◎打ち水

水一一………一・一…一一…30cc

酒・一一…一一一・………………60CC

スキムミルク・・……一………・大10杯

◎ごま塩

白ごま一一一…・一…・・…一・・一』少々

黒ごま・一一…一……・一………少々

塩一一一一……・…ら……一…一・少々

　　　　　　作り方
①もち米は一晩水につけ、水を切る。

②さつま芋は1．5cm角に切りアク抜きして、もち米と混ぜ

20分間程蒸し、中程で1回打ち水し￥15分程蒸す。

◎盛りつけ時に、ごま塩をふる。

　　　　コツは打ち水にあり／
・1人分を食べると牛乳の1本分

・1日分のカルシウムの3分の1

長い時間やわらかく食べられます。

5 広報なかさ1と　　　平成8年11月10日



獅
　
鱒撫

“

臨

〃．

上
村
賢
造
氏
・
上
村
正
子
氏
に
名
誉
村
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　
名
誉
村
民
は
、
昭
和
6
0
年
6
月

に
制
定
さ
れ
た
中
里
村
名
誉
村
民

条
例
に
基
づ
く
も
の
で
「
本
村
に

お
い
て
学
術
、
技
芸
そ
の
他
社
会

文
化
の
進
展
に
貢
献
し
、
又
は
本

村
の
功
労
者
と
し
て
そ
の
事
績
卓

絶
で
村
民
の
敬
仰
を
受
け
る
者
」

が
対
象
に
な
り
、
村
長
が
議
会
の

議
決
を
経
て
名
誉
村
民
の
称
号
を

贈
る
も
の
で
1
0
月
2
5
日
に
行
わ
れ

た
臨
時
議
会
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
上
村
賢
造
氏
、
上
村
正
子
氏
に

は
、
1
0
月
2
7
日
ユ
ー
モ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
「
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
9
6
」

の
開
会
に
先
立
ち
、
山
本
村
長
よ

り
上
村
賢
造
氏
（
代
理
者
　
上
村

晃
一
様
）
、
上
村
正
子
氏
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

◎
上
村
賢
造
氏
の
主
な
経
歴
等

・
学
歴

　
昭
和
9
年
3
月
　
長
野
県
立
上
田
蚕
糸
専
門
学
校
卒
業

・
主
な
経
歴

　
昭
和
2
5
年
5
月
　
上
村
病
院
理
事
長

　
昭
和
34
年
n
月
　
中
里
村
議
会
議
員
（
5
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
議
会
副
議
長

　
昭
和
4
6
年
n
月
中
里
村
議
会
議
長

　
昭
和
50
年
11
月
　
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

　
昭
和
52
年
1
2
月
　
中
里
村
長
（
3
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
水
道
協
会
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
国
道
1
1
7
号
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
理

　
　
　
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
国
道
3
5
3
号
中
里
塩
沢
間
整
備
促
進
協

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会
長

　
昭
和
5
3
年
6
月
　
中
魚
沼
郡
町
村
会
副
会
長

　
昭
和
51
年
H
月
　
新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事

　
昭
和
58
年
7
月
　
中
魚
沼
郡
町
村
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
町
村
会
理
事

◎
上
村
正
子
氏
の
主
な
経
歴
等

・
学
歴

昭
和
n
年
3
月

・
主
な
経
歴
等

昭
和
4
年
4
月

昭
和
1
1
年
4
月

昭
和
1
3
年
5
月

昭
和
1
3
年
9
月

昭
和
1
8
年
4
月

昭
和
2
5
年
1
月

昭
和
2
5
年
5
月

昭
和
2
9
年
1
1
月

昭
和
3
0
年
3
月

昭
和
3
6
年
1
月

昭
和
4
4
年
4
月

昭
和
50
年
7
月

平
成
元
年
4
月

平
成
2
年
4
月

東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
卒
業

貝
野
村
立
貝
野
小
学
校
代
用
教
員
と
し
て
勤
務

富
山
市
大
門
町
大
橋
医
院
勤
務

富
山
県
笹
津
町
片
桐
医
院
勤
務

上
村
医
院
開
設

田
沢
村
立
田
沢
小
学
校
学
校
医

中
里
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

財
団
法
人
上
村
病
院
院
長

長
野
県
栄
村
志
久
見
へ
き
地
診
療
所
嘱
託
医

中
里
村
立
田
沢
小
中
学
校
学
校
医

中
里
村
母
子
対
策
協
議
会
委
員

新
潟
県
国
保
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
審
査
委
員

長
野
県
栄
村
村
立
秋
山
診
療
所
嘱
託
医

財
団
法
人
上
村
病
院
名
誉
院
長

老
人
保
健
施
設
レ
イ
ン
ボ
ー
ヴ
ィ
ラ
清
津

施
設
長



文化の秋！

　
　
す
ば
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
芸
術
祭

　
1
1
月
2
日
～
4
日
ま
で
総
合
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
「
第
1
9
回
芸
術
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
書
道
、
写
真
、
生
花
、
手
工
芸
、
発
明
工
夫
、

保
育
園
児
の
絵
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪

れ
た
人
た
ち
を
う
な
ず
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
菊
、
盆
栽
展

や
焼
き
物
に
挑
戦
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
り
、
ま
た
、

裏
千
家
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会
も
行
わ
れ
、
期
間
中
、

会
場
に
多
く
の
方
々
が
訪
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　讐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　讐　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　一　　　　　　　　甲　　　　　　　　騨　　　　　　　　騨　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　顧　　　一　　　一　　　卿　　一　　一　　一　一　一
一一一

　
　
練
習
成
果
を
発
表
し
た
芸
能
祭

　
n
月
3
日
、
ユ
ー
モ
ー
ル
に
お
い
て
「
第
1
7
回
芸
能
祭
」
が
行
わ
れ
、
会
場

に
訪
れ
た
約
3
0
0
人
の
観
客
は
唄
や
踊
り
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
芸
能
祭
に
は
唄
や
踊
り
な
ど
4
3
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
表
さ

れ
観
客
か
ら
あ
た
た
か
い
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
特
別
出
演
之
し
て
中
里
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
田
代
神
楽
、
貝

野
小
学
校
の
リ
コ
ー
ダ
ー
に
は
一
段
と
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
芸
能
祭
に
は
バ
ン
ド
が
出
演
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
の
芸
能
祭
で
は
中
学
生
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
が
披
露
さ
れ
会
場
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

平成8年11月り0日広報なかさと7



雛霧

☆高木杯テニス大会（H8．9．29清田山自然運動公園）

　・男子シングル　　　・女子シングル

　1位樋口賢治　　1位宮田聡子
　2位涌井　優　　2位高木成子

　3位池田優3位樋口綾香
☆大村杯野球大会（H8．8．26～10．23村民グラウンド）

　1位ボソバーズ

　2位チ・一ムZ
　3位ティアーズ

　3位ロケッツ

羅　　
蹴

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
村
内
の
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
テ
ニ
ス
大
会
、
野
球
大
会
、
マ

ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
、
剣

道
大
会
が
行
わ
れ
、
参
加
選
手
は

上
位
入
賞
を
め
ざ
し
て
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
し
た
。
各
種
大
会
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆村民テニス大会（H8．10．6清田山自然運動公園）

　・男子シングル　　　・女子シングル．

　1位馬場　勝　　1位宮田聡子
　2位樋口賢治　　2位高木成子
　3位山本健吉　　3位樋口綾香
☆秋季少年野球大会（H8．10．12村民グラウンド）

　1位田沢ジャニーズ
　2位　倉俣ファイターズ

　3位貝野イーグルス

　4位高道山フェニックス

☆村民マラソン・ジョギング大会（H8．10．10中里中学校）

種　　　目 1　位 2　位 3　位
小学1年生（2㎞） 広　田　雄　司 樋　口　達也 樋　口　葉　太

小学2年生（2k搬） 中　島　有基 樋　口　雄仁 吉楽　隆　太

小学3年生（3㎞） 樋　口　　　学 斎喜哲也
鈴
． 木直　人

灘
雛

小学4年生（3㎞） 吉　楽和也 江　口　弘　展 樋　口　　　薫

小学5年生（4㎞）　、 鈴木裕希 桑原雄樹 樋　口　寿，郎

小学6年生（4㎞〉 斎喜英哲 島　田　裕平 鈴木　　　彰

中学生（5㎞） 大　島　宏　之 岡　村勇　輝 鈴木敦志
一般男子B　（3k盆） 岩　沢　　　勝 山　田　一　男 小　島　　　誠

一般男子A（5㎞） 富　井　　　誠 斎藤　　　剛 大　島　吉秋溌
鎚
躍
鵜
韓
臨
講
嚢
鰹
饗
羅
醸

・小学1年生（2k紛 桐生聡美 一 一小学2年生（2km） 鈴木千絵美 桑　原　萌　美 富　井奈央
小学3年生（2㎞） 樋　口　優里 古高慶子 村　山　美　紀

小学4年生（2㎞〉 服部由里子 島　田　智代 大島明日香
，小学6年生（3㎞） 井ノ川　　望 井　口　明　子

一中　学生（3㎞） 羽鳥久美子 村　山　美　幸 藤ノ木　　鮎

一般女子（2km〉 林　　実和子 広　田　文　伊 根津きりこ
・リレーマラソンの部（小学生） ・リレーマラソンの部（一般男子）

桑原雄樹・大口直也・鈴木裕希 1位 斎藤　　剛・富井　　誠・大島吉秋

2位 南雲　　大・高橋大輔・山田康太
3位 鈴木　聡・徳永俊之・山本　　忠

1位

2位

3位

吉楽和也・桐生和樹・南雲　悟

山田隆行・鈴木一彦・樋口良幸

・リレーマラソンの部（一般女子）

1位

2位

3位

上原律子・鈴木　梓・上原和恵
広田加代子・滝沢あす香・山田綾子

村山純子・富井純子・樋口まなみ

里剣道大会（H8．10．10田沢小学校）

・女子の部

1位村山美幸
2位関　幸恵
3位村山千春

・男子の部

1位服部大輔
2位樋口勇気
3位大島宏之

’美

小学生の部

ユ位清水賢志
2位高野聖也
1位村山武士

ノ　つ

鰐㊥
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健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
96
行
わ
れ
る

てが
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
山
本
村
長
が

　
「
健
康
、
福
祉
は
大
事
な
問
題
で
す

し
、
施
策
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題

で
す
。
村
民
が
健
康
で
、
福
祉
面
も

充
実
し
た
村
に
な
る
よ
う
ご
協
力
を

『
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ら
れ
た
後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
む

し
歯
の
な
い
子
、
献
血
功
労
者
、
健

康
家
庭
、
社
会
福
祉
功
労
者
の
皆
さ

ん
に
表
彰
状
が
、
ま
た
、
食
生
活
改

善
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長
年
、

保
護
司
を
続
け
ら
れ
て
き
た
高
道
山

の
広
田
謙
治
さ
ん
に
は
、
法
務
大
臣

表
彰
が
贈
ら
れ
式
典
を
終
了
し
ま
し

た
。
式
典
終
了
後
は
、
体
を
動
か
し

て
み
ま
し
ょ
う
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
指
導
に
よ
り
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
楽

し
そ
ヶ
に
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
体
力
測
定
、
試
食
、
販

売
、
福
祉
機
器
展
示
な
ど
各
種
の
コ

ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
一
日
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
故
林
家
三
平
さ
ん

の
弟
子
3
0
名
を
支
え
て
い
る
海
老
名

10

月
2
7
日
、
ユ
ー
モ
ー
ル
に
お
い

「
中
里
村
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
9
6
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

香
葉
子
先
生
を
迎
え
、
「
精
一
杯
生
き
　
　
☆
む
し
歯
の
な
い
子

な
き
ゃ
」
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
　
　
　
・
3
歳
児

し
た
。

重如小堀倉東如田程田宮束本倉営如倉本上宮倉荒倉
　来　之　田来　　　　田屋　　来　屋
地寺原内俣尻寺沢島代中尻敷俣中寺俣敷山中俣屋俣

滝池廣南高山富村南滝山山羽大村富桑南上山高樋大

沢田田雲野田井山雲澤田田鳥島山井原雲原田橋口島

千夏知　涼健ひ春和洗三拓寿智ゆ雪詩保智太美直
　　　　　　か　　　　　々　り　　奈
尋美里舞丞太り香希太恵磨花春か奈歩美佳郎菜樹藍

・
5
歳
児

朴重如田重
木　来
沢地寺中地

樋瀧池南大

口澤田雲口

健　　千美
　　　　和
輔光拓里子

☆
国
保
健
康
家
庭
表
彰

宮重新朴通干干上
　　　木り
中地里沢山溝溝山

吉鈴斎樋上石江上

楽木喜口原沢口原

辰軍由常喜キ耕真
　　　　代
二平知一一ノ三澄

☆
献
血
功
労
者
表
彰

　
・
1
0
0
回

宮
中

池
　
田
　
　
　
優

・
5
0
回

通
り
山

干
　
溝

・
3
0
回

如
来
寺

富
井
　
正
　
市

☆
食
生
活
改
善
推
進
委
員
感
謝
状

　
如
来
寺
池
田
芳
枝

　
霞
　
沢
　
村
山
　
シ
　
キ

☆
民
生
・
児
童
委
員
活
動
功
労
者

菓小如程幽
田　来
屡原寺島崎

桑樋小村廣

原口柳山田

弘キ皆貫和

子一子、
、
、隆

☆
在
宅
優
良
介
護
者

西荒干小芋

方屋溝原沢

桑上石廣山

原原沢田田

良亀キヤ洋
　太
雄郎ノス子

☆
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
功
労
者

田荒倉宮
　　　　桂
沢屋俣中

濱杉高藤山

野谷橋田本

孝ミ直義ケ

司サー一ン

平成8年11月10日広報なかさと9



『全国なかさと』サミット行われる〃

　
昨
年
の
7
月
青
森
県
の
中
里
町
で
「
全
国
な
か
さ
と
会
」

の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
当
村
が
会
場

と
な
り
、
1
0
月
3
0
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
各
町
村
か
ら
民
間
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
午

前
中
、
総
合
セ
ン
タ
ー
と
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
な
か

さ
と
サ
ミ
ッ
ト
」
「
地
域
お
こ
し
交
流
」
「
芸
能
交
流
」
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
全
国
な
か
さ
と
会
の
活
動
報
告
や
地

域
、
芸
能
交
流
で
は
各
町
村
の
現
況
や
活
動
状
況
な
ど
を
話

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
七
ツ
釜
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
、
清

田
山
自
然
運
動
公
園
、
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
、
造
成
中
の

清
津
ス
キ
ー
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
夜
に
は
、
交
流

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行

わ
れ
、
更
な
る
交

流
に
親
睦
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

灘
灘

目
立
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
る
〃

　
昭
和
4
8
年
開
校
以
来
、
全
国
1
、

6
1
1
会
場
で
行
っ
て
い
る
「
日
立

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」
は
、
自
分
の

体
力
ぺ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
、
無
理
を

せ
ず
に
そ
れ
ぞ
れ
の
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
て
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
手
軽
に

楽
し
む
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
進
め

て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
教
室
が
1
0

月
2
0
日
、
中
里
中
学
校
体
育
館
を
会

場
に
行
わ
れ
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
の
生
沼
ス
ミ
エ
先
生
、
加
藤
き
よ

み
先
生
か
ら
村
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
者
が
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

一一

版
画
教
室
が

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
響

　
次
に
よ
9
版
画
教
室
淡
開
催
巻

癒
象
す
。

『
隼
賀
ハ
ガ
鞍
等
騰
活
溺
移
羅
み

て
は
願
か
溺
響
し
ょ
う
跡
。

◆
期
　
日

　
・
n
月
蕊
臼
㈱

　
・
難
月
麗
田
㈱

　
・
猛
月
鱒
臼
働

◆
時
　
間

　
　
午
後
7
時
3
り
分
～

　
　
　
　
　
　
　
墾
後
籔
騰
舗
発

◆
会
　
場
　
総
合
弛
ン
窮
竃

◆
参
加
費
　
1
、
◎
0
0
懸

、
ー
－
8
－
－
，
ー
－
，
－
－
，
巳
薩
，
－
匿
ー
－
ー
8
ー
ー
－
醒
置
－
－
，
－
－
，
－
］
，
－
－
，
纏
－
，
－
－
8
ー
，
ー
－
，
ー
ー
－
－
一
－
－
辺

一
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
　
一

◆
日
　
時

◆
会
　
場

◆
講
　
師

11

月
30
日
㈹

開
場
“
午
後
6
時
3
0
分
・
開
演

ユ
ー
モ
ー
ル
　
多
目
的
ホ
ー
ル

C
・
W
乙
5
ル

演
題
”
「
自
然
と
の
対
話
」

”
午
後
7
時

一一

　
　
C
・
W
・
ニ
コ
ル
さ
ん
は
、
1
9
4
0
年
英
国
南
ウ
エ
ー
ル
ズ
生
ま
れ
。
1
7
歳
で
カ
ナ
ダ
ヘ
渡
り
、
そ
の
後

　
力
ナ
ダ
水
産
調
査
局
北
極
生
物
研
究
所
の
技
官
と
し
て
海
洋
哺
乳
類
の
調
査
研
究
に
あ
た
り
、
1
9
6
7
年
よ

　
り
2
年
間
エ
チ
オ
ピ
ア
帝
国
政
府
野
生
動
物
保
護
省
の
猟
区
主
任
管
理
官
に
就
任
。
シ
エ
ミ
ン
山
岳
国
立
公
園

　
を
創
設
し
講
演
長
を
勤
め
、
1
9
7
2
年
よ
り
カ
ナ
ダ
水
産
調
査
局
淡
水
研
究
所
の
主
任
技
官
ま
た
環
境
保
護

5
縷
椴
藷
探
曄
齢
r
輻
r
檸
躇
謄
勝
腔
糠
膣
糧
鯉
膓
睦
静
－
－
－
㌧
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　　私は60歳になったので年金を請求しようと思っていま

　　じたが、免除期間があると年金額が少なくなると聞き

ました。これからでも納めることができるでしょうか。

　　◎納めた方がお得です。

　　保険料の免除を受けていた期間については、10年前ま

でさかのぽって納めることができます。これを追納といいま．

す。年金額の計算をする場合、免除された期間は、納めた期

間に比べ3分の1の額となってしまいますので、追納するこ

とで将来、より高い年金を受けることができます。60歳を過

ぎてからでも65歳なるまでの間は納めることができますが、

繰上げにより年金を受けるようになったときは追納すること

はできませんのでご注意下さい。なお、追納する場合の保険

料の額は、当時の保険料額に、経過した年数に応じて次のよ

うな率の額を加算した額となります。

経過年数 0 1～2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年

加算率 0 0 0，055 0，113 0，174 0，239 0，307 0，379 0，455 0，536

　　買うときの参考にされていますか？

　　新精米表示制度スター・卜
新しい食糧制度の要として、本年7月から全国一斉に消費

者のお米の選択の目安となる表示制度がスタートしました。

お米を購入される時は次のことを確認して下さい。

◎お米の袋に認証又は確認のマークがあること。

（産地、品種、産年を表示した米に義務付けられています）

このマークは、専門知識を有する第三者機関がお米の表示

と中身に間違いがないように確認したという証で、このマ

ークがあれば安心してご購入いただけます。

　　　認〃証

　　　財団法人日本毅物検定協会

　
陸
・
海
・
空

　
自
衛
隊
生
徒
募
集

◆
募
集
資
格

　
　
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
1
5

　
歳
以
上
1
7
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
9
年
3
月
中
学
校
卒
業
者
を

含
む
）

◆
受
付
期
間

　
　
平
成
8
年
1
1
月
－
日
～

　
　
　
　
平
成
9
年
1
月
4
日
ま
で

◆
第
1
次
試
験

　
　
平
成
9
年
1
月
5
日
㈲

◆
特
典
1

　
　
次
の
高
校
の
卒
業
資
格
が
得
ら

◎袋の表示が「食糧庁精米表示基準に基づく表示」と記載さ

れていること。国の統一基準に基づいた表示で、国のお墨

付きのついた確実なお米です。　　、

食糧庁精米表示基準に基づく表示

品　　　名 精　　　　米

原料玄米

産　地　品　　種　産　年　使用割合

A県産　コシヒカリ　8年産　　40％
B県産　ササニシキ　8年産　　20％
　　　　その他　　　　　　40％

正味重量 5㎏
精米年月日 8．10．1

販売業社名

　または

精米工場名

○○米穀株式会社
　　□□県○○市△△町▽▽1－2
　　　　　　　　　　TEL　O12－345－6789
00米穀株式会社△△精米工場
　　□□県○○市△△町▽▽3－4
　　　　　　　　　　TEL　O12－345－6789

◎登録小売店であること。

登録小売店では、県知事の登録小売業者

である旨の標識（看板）が掲げられていま

す。また、この店で販売されるお米には

上記の精米表示が義務づけられています。

おこめ

婦顛勝募諺

　
れ
ま
す
。

　
・
陸
上
要
員

　
　
　
神
奈
川
県
立
湘
南
高
校

　
・
海
上
要
員

　
　
　
広
島
県
立
西
高
校

　
・
航
空
要
員

　
　
　
私
立
科
学
技
術
高
校

◆
特
典
2

　
月
額
1
5
1
、
5
0
0
円
の
給

　
与
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部

　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
出
張
所

　
　
智
0
2
5
8
1
3
3
1
0
2
5
6

特
養
恭
識
翻
『
恵
福
園
』

職
員
｛
募
繋
鑑
馨
す

　
恵
福
園
で
は
施
設
福
祉
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
め
ざ
し
、
平
成
9
年

4
月
採
用
の
職
員
募
集
を
次
の
要
領

に
よ
り
行
い
ま
す
。

◆
職
種
、
採
用
人
員

　
　
寮
父
母
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
　
　
　
　
若
干
名

◆
応
募
資
格

　
・
昭
和
4
2
年
4
月
2
日
以
降
昭
和

　
52
年
4
月
2
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
人
で
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有

　
す
る
か
、
同
資
格
取
得
見
込
の
あ

　
る
人
及
び
将
来
介
護
福
祉
士
資
格

　
取
得
に
意
欲
の
あ
る
人
。

　
・
津
南
町
に
住
所
の
あ
る
人
、
ま

　
た
は
、
通
勤
可
能
範
囲
の
人
で
健

　
康
で
あ
っ
て
特
に
老
人
福
祉
に
理

解
の
あ
る
人
。

　
・
自
動
車
普
通
免
許
証
が
あ
り
、

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
の
あ

　
る
人
。

◆
試
験
目
及
び
申
込
期
日
等

　
　
試
験
は
平
成
8
年
1
2
月
下
句
恵

　
福
園
に
お
い
て
行
い
ま
す
。
日
時

　
に
つ
い
て
は
決
定
し
だ
い
受
験
者

　
に
通
知
い
た
し
ま
す
。
申
込
期
日

　
は
平
成
8
年
1
2
月
1
5
日
ま
で
、
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
の
あ
る
も

の
ま
で
受
付
ま
す
。

　
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

書
類
を
恵
福
園
に
提
出
し
て
下
さ

￥
　
0
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

號
翅
，

廣田薫ちゃん（1歳）⑭
一郎・勝美さん夫妻の長女（高道山）

　薫ちゃんは、お兄ちゃんとビデ

オをみたりして仲良く遊んでいる

そうです。歌が大好きな薫ちゃん

は「おかあさんといっしよ」のテ

レビをいい子になって見ています。

また、電話にも興味があるようで

音がなると家族におしえてくれる

そうです。薫ちゃんは、お田さ

ん、おぱあちゃん、曾孫ばあちゃ

んと遊び相手がいるので楽しいよ

うです。

§
　
　
第
2
回
ひ
ま
わ
り
家
庭
教
育
学
級
の
ご
案
内

　
　
レ

倉
　
沸
　
　
　
　
　
9
月
U
日
㈱
、
倉
俣
小
学
校
を
会
場
．
家
庭
教
育
と
は
『
父
親
の
役
割
と
母
親
の
役
割
』
」

　
　
　
　
　
　
を
テ
ー
マ
に
家
庭
教
育
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
最
初
に
小
グ
ル
ー
プ
に
わ

　
　
　
　
　
　
　
か
れ
て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
し
、
最
後
に
前
津
南
中
学
校
長
で
現
在
津
南
町
教
育
委
員
長
を

さ
れ
て
い
る
山
下
克
利
先
生
か
ら
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
職
時
代
に
生
徒
が
親
に
つ
い
て
書
い

た
作
文
や
川
柳
を
紹
介
し
な
が
ら
、
巧
み
な
話
術
を
駆
使
し
、
内
容
の
濃
い
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
し
た
お
母
さ
ん
方
か
ら
は
』
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
聞
い
て
も
ら
い
た
い
話
だ
っ
た
」
「
母
親
だ
け
で
な

く
、
父
親
に
も
聞
い
て
ほ
し
か
っ
た
」
等
、
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
さ
て
、
11
月
2
0
日
㈱
に
第
2
回
ひ
ま
わ
り
家
庭
教
育
学
級
を
開
講
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
「
心
の
や
す
ら

ぎ
の
場
と
は
『
い
じ
め
・
登
校
拒
否
を
考
え
る
』
」
を
テ
ー
マ
に
日
夜
、
学
校
に
い
け
な
い
子
ど
も
た
ち
と
悪

戦
苦
闘
し
て
お
ら
れ
る
小
海
貴
代
美
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
や
、
「
い
じ
め
・

登
校
拒
否
」
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
広
く
村
内
小
・
中
学
校
を
お
も
ち
の
保
護
者
の
皆
様

か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
。
お
誘
い
合
せ
の
う
え
、
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
日
　
時
　
　
1
1
月
2
0
日
㈱
　
午
後
3
時
～
5
時

◎
会
場
　
倉
俣
小
学
校

◎
講
師
　
講
師
“
小
海
貴
代
美
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
市
地
域
適
応
指
導
教
室
「
に
こ
や
か
ル
ー
ム
」
川
西
分
室
指
導
員
）

◎
学
習
内
容
　
テ
ー
マ
・
心
の
や
す
ら
ぎ
の
場
と
は
「
い
じ
め
・
登
校
拒
否
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ω
講
　
演
　

ω
質
疑
応
答

　
　
連
絡
先
　
　
中
里
村
教
育
委
員
会
　
派
遣
社
会
教
育
主
事
　
富
井
　
茂
　
電
話
63
－
4
4
7
8

平成9・10年度中里村建設工事入札参加資格申請書の受付について

平成9・10年度中里村建設工事入札参加資格申請の受付は次の要領で行いますので、期限に遅れないようお願い

します。

1．受付期問

　　平成9年2月1日～2月28日（1ケ月問に変更したので注意すること。）

2．提出書類

　　建設工事入札参加資格審査申請書

　　繍蒲（コピー可）／※いずれも新潟県様式とする0村納税証明書は必要ありませ編

3．有効期間

　　今回受付にかかるものの有効期問は次のとおりになります。

　　　　平成9年4月1日～平成11年3月31日

4．経営事項審査結果通知書

　　毎年随時提出していただくことになっていますので、入札参加資格審査申請の時に改めて提出する必要は

　　ありません。

総務課　財政係　内線212◆問い合わせ先
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撰渕蟹
鷹
験
墜
璽

撚藤裟
唖

蟹｛服部薙｝荒屋

糠｛小林明勤美｝山崎

鞭｛上原祐聡子｝上山

騰｛小柳共勤子｝如来寺

懸手／石耀塁｝田沢

儲｛小野塚華佐藷｝桂

職｛南雲塁認堀之内

寺
市
原
県
屋
町

晶
川
国

如
十
小
石
荒
小

秀
子
行
子
浩
子

松
純
和
幸
正
規

部
間
田
木
我
津

服
藤
廣
水
久
根

｛
￥
　
｛
　
｛

渡邊正栄（53）高道山
桑原フミ（82）田代
村山貞徳（61）　桂
服部’キクイ（86）桂
南雲ノブ井　（80）堀之内
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

今月の納税と振替日

■固定資産税

■国　保　税

■国民年金
■保　育料
■上下水道料

（12月2日）

（12月2日）

（11月25日）

（12月2日）

（11月25日）

中
里
村
役
場
職
糞
鷹
禦
校
用
務
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葱
纂
集
し
ま
す
〃

ロ
、
募
集
人
員
　
　
1
名

二
、
資
　
　
格
　
　
年
齢
　
3
5
歳
～
4
5
歳
（
男
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
免
許
　
・
普
通
自
動
車
免
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
危
険
物
取
扱
（
後
日
取
得
可
）

三
、
給
　
　
与
　
　
　
中
里
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
。
そ
の
他
、
期
末
手
当
、
通
勤
手
当
、
寒
冷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
手
当
、
及
び
状
況
に
よ
り
扶
養
手
当
、
通
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

四
、
勤
務
予
定
場
所
　
田
沢
小
学
校
ま
た
は
中
里
中
学
校

五
、
採
用
時
期
　
　
　
平
成
9
年
4
月
1
日

六
、
申
込
方
法
　
　
　
中
里
村
指
定
の
履
歴
書
1
部
を
総
務
課
に
提
出

七
、
申
込
期
日
　
　
　
平
成
8
年
1
2
月
1
0
日
ま
で

八
、
そ
の
他
　
　
・
申
込
者
に
は
追
っ
て
、
採
用
試
験
等
の
連
絡
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
．
履
歴
書
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

九
、
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
役
場
　
総
務
課
人
事
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奮
6
3
－
3
1
1
1
　
内
線
2
1
0

季節移動労働をされるみなさんへ

☆季節移動労働の行き帰りには、

　　　　　　　　必ず手続きをしましょう☆

　十日町公共職業安定所、中里村農業委員会では「明るく安全な季節移

動労働をしよう」をモットーに、労働者の皆さんが安心して就労される

ようさまざまな対策を行っているところです。

　さて、今年度も早めに各事業所と連絡をとり就労先を確認して下さい。

・また、就労先の変更、新たに就労先を探したい方は、中里村役場民生課

窓口に求人一覧表を備えておきますので参考にして戴き十日町公共職業

安定所へ申し込みをして下さい。

　なお、季節移動労働に出る前には就労先を役場農業委員会へ必ず届け

出て、出稼労働者手帳の証明を受けて下さい。また、役場民生課より国

民年金、国民健康保険等の手続きも行って下さい。帰省される時には、

厚生年金（2号被保者）に加入した人は、会社から加入期間証明をもら

って下さい。その証明書で国民年金と農業者年金の取得、喪失の手続き

を行います。手続きをしないでいると、年を取ってから年金をもらうの

が困難になります。

．灘嚢羅璽灘難『
　’，鰯纏翻馨繋融難『』、

数
　
　
ロ

件
　
　
ゼ

故
者
者
故

事
　
　
事

通
　
　
亡

交
死
傷
死

●
　
●
　
●
●

　29件
　　O人

　38人
1，449日

☆中里村季節移動労働者組合に加入しましょう☆

中里村季節移動労働者組合では、県及び村より補助を受けて共済制度

を実施しています。この制度は、就労中に病気やケガをした時に見舞金

を支払う制度です。（季節移動労働者とは1カ月以上1年未満居住地を離

れて他に雇用されて就労する者となっています。）季節移動労働者組合に

加入を希望される方は、印鑑及び年間組合費1，000円を持参のうえ、農業

委員会へ申し込み下さい。

13 広報な：かさと　　　平成8年11月10日



葬、雛㎎o

鰐
◎蓼

瀞
鮮

　
現
在
、
公
的
年
金
制
度
は
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、

共
済
組
合
の
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
ブ
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
学
生
（
国
民
年
金
）
、
会
社
員
（
厚
生
年
金
）
、
公
務

員
（
共
済
組
合
）
、
自
営
業
者
（
国
民
年
金
）
と
い
う
よ

う
に
、
ひ
と
り
の
人
が
職
業
を
変
え
た
場
合
に
は
、
ひ

と
り
で
三
つ
の
年
金
制
度
に
加
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

金
番
号
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
加
入
期

間
の
記
録
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
で
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
二
つ
以
上
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
た
人
の
加
入
期
間
を
、
迅
速
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
平
成
9
年
1
月
か
ら
『
基
礎
年
金
番
号
』

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
加
入
す
る
年
金
制
度
が
変
わ
つ
て

も
、
年
金
番
号
は
引
き
続
き
同
じ
番
号
を
使
用
し
ま
す
。

生
涯
を
通
し
て
一
つ
の
『
基
礎
年
金
番
号
』
を
使
用
し

ま
す
。

◎
会
社
を
退
職
し
た
人
が
、
国
民
年
金
の
加
入
の
届
出

　
を
し
て
い
な
い
場
合
な
ど
、
届
出
が
必
要
な
こ
と
を

　
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
・

◎
年
金
相
談
等
の
場
合
、
二
つ
以
上
の
年
金
制
度
に
加

　
入
し
て
い
た
人
の
記
録
の
確
認
に
時
間
が
か
か
っ
て

　
い
ま
し
た
が
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う

　
に
な
り
ま
す
。

◎
年
金
を
請
求
す
る
場
合
、
い
ま
ま
で
は
本
人
が
以
前

　
の
加
入
歴
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
遺
族
年
金
を
受

　
け
る
人
が
、
亡
く
な
つ
た
人
の
加
入
期
間
を
正
確
に

　
し
ら
な
か
つ
た
た
め
に
、
そ
の
期
間
が
年
金
額
に
反

　
映
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
つ
の
『
基

　
礎
年
金
番
号
』
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
加
入
期

　
間
の
記
録
が
確
実
に
把
握
で
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
『
基
礎
年
金
番
号
は
』
平
成
8
年
12
月

に
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　
重
要
書
類
で
す
の
で
必
ず
開
封
し
、
目
を
通
し
て
下

さ
い
。

　
ま
た
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
12
月
に
新
し

い
年
金
証
書
が
届
け
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で
お
持
ち
の
年

金
証
書
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
…
…

　
基
礎
年
金
番
号
臨
時
相
談
電
話

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
0
1
2
0
－
3
6
6
－
2
8
8
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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新たに『墓礎年金番号』が、

付きます。



　
　
欝

1　
　
鑛甕．

萎15働

妊婦健診・母親学級　合上村病院産婦人科
（D13：00～13：30受付

版画教室合総合センター㊤19：30～21：30
心配ごと相談（村山篤稔）　合ディサービス
センター　㊤13：30～16：00

嚢
蒙
講

、
癬
覇

16（土） 義
講
嚢

17（日） ドーム中里き☆らoら投影　合ユーモール
㊤11：00～11：40

嚢

18（月） 灘

19㈹
遊びの教室　合総合センター
09：30～10：00
補装具巡回相談（須田義肢）　合老人福祉セ

ンター　㊤13：00～14：30

難
嚢

i20ωO
ひまわり家庭教育学級　合倉俣小学校
015：00～17：00

補聴器相談（リオン）　合役場

013：45～14：00

i21㈱

22働

版画教室合総合センター（919：30～21：30
心配ごと相談（廣田和子）　合ディサービス

センター　013：30～16：00
行政相談　合老人福祉センター
013：30～16：00

ii

l

23ω 勤労感謝の日

24（日） ドーム中里き☆らoら投影　合ユーモール
e11：00～11：40

25（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

016：00～16：30

26㈹

27ωO補聴器相談（リオン）　合役場

013：45～14：00

28休）

29働
版画教室合総合センター（∋19：30～21130

心配ごと相談（藤田義一）合ディサービス
センター　∈）13：30～16：00

ξ
…

30仕） 文化講演会　合ユーモール
（D開場18：30・開演19：00

叡日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール
∈）11：00～11：40

ii

2（月）

3㈹

4ωO 補聴器相談（リオン）　合役場

013：45～14：00
葦

5休）
…　マ・一 冊榊．撒帖　㌧一．㌢螺マ；、一＾，蝋粋　　　　　　　　　　　　　糊弼翻構繕顕　　　　　　　　　　　　　　　構・澱瀧糖叢

灘鐵鑛繋灘難難灘鐵難繍騰灘辮罎蒸繕難繕難

　　　　　　　灘難難難灘難雛i灘

饗

　　　　　住宅防火のポイント！
①寝タバコの厳禁

　最も多い住宅火災の発火源はタバコです。
　特に寝タバコが原因の火災で死者が出るケースが多く、就寝前

に布団の中での一服はとても危険です。

②台所を離れるときは火を止める

　死者が出るほどの大火事は深夜に多いのですが、火事が最も多

発するのは晩ごはんを準備する夕方から午後8時にかけての時間

帯。電話や来客で、テンプラなべなどを火にかけたまま台所を離

れないようにしましょう。

③年に一度はプラグをチェック

　冷蔵庫など電気製品のプラグをずっとコンセントに差したま
　まにしておくと、長い間にほこりがたまり、そこに水分がつくと

電気がショートして火事の原因になります。タコ足配線や電気コ

ードを束ねて使うのも危険です。

⑭古藤医院穰5謂

⑳中条病院騨講1

⑭㊦山・医院響翻1

⑳池田医院響講1

ん
罵

痴
麟

4＞喝

岬
ヘ

5
μ
（擁

智
毎
り
芸

け
い
ホ
う
り

⑳
円ヤ

嚇

　
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
が
オ
ー

プ
ン
し
て
大
変
の
賑
わ
い
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
今
年
の
紅
葉

は
ア
ッ
ト
い
う
ま
に
紅
葉
が
進
ん

だ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
数
年

ぶ
り
に
き
れ
い
な
紅
葉
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
全
国
な
か
さ
と
サ
ミ
ッ

ト
が
当
村
を
会
場
に
お
こ
な
わ
れ

’
鋤
　 ＼　 噂璽ξミ．

　　　ふ肖

6
密
毎

　
芸
り
？

AAl

‘7 島う聾

の

丸ρ

、

ま
し
た
が
今
回
は
民
間
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
が
行
わ
れ
充
実
し
た
サ

ミ
ッ
ト
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
1
1
月
の
下
旬
に
は
当
村

の
芸
能
協
会
の
皆
さ
ん
が
沖
縄
県

仲
里
村
に
芸
能
交
流
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ギ
｛

（
ご
、

り

㍉
灘

短

古空磐

　
‘
．
▲

審
盆
試
・
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ブナ　　スギ ユリ

（昭和60年7月25日制定）

ウグイス

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

10月末現在
（）は前月比

人ロ男3，311人（一1）女3，335人（＋6）計6，646人（＋5）艶世帯数1，633（±0）
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